
は
じ
め
に

吉
田
松
陰
の
教
育
論
に
つ
い
て
は
、「
松
下
村
塾
記
」
を
そ
の
教
育
理
想

を
掲
げ
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
、
つ
と
に
定
着
し
て
い
る
�
１
�。

「
松
下
村
塾
記
」
で
は
、「
学
は
、
人
た
る
所
以
を
学
ぶ
な
り
」
と
い
う
教
育

理
念
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
三
科
六
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
計
画
し
て
い

る
。
し
か
し
一
方
で
、
松
陰
は
、「
諸
生
に
示
す
」
に
お
い
て
、
規
則
を
簡

略
に
し
て
、
心
の
通
い
合
う
教
育
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
を
、
塾
生
達
に
示

し
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
松
下
村
塾
の
実
像
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、「
諸
生
に
示
す
」
と
「
松
下
村
塾
記
」
を
比
較
し
、
松
陰
の

教
育
論
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
解
明
し
た
い
。
そ
の
上
で
、

「
学
校
を
議
す
　
附
作
場
」
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
松
陰
の
工
学
教
育

論
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
通
底
す
る
教
育
論
に
つ
い
て
総
合
的
に
明
ら
か

に
し
た
い
。

一
　
「
諸
生
に
示
す
」

ま
ず
、「
諸
生
に
示
す
」
に
つ
い
て
、
松
陰
自
筆
の
原
文
を
掲
げ
、
次
に

そ
の
訓
読
、
さ
ら
に
大
意
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
原
文
　
吉
田
松
陰
自
筆
　
「
戊
午
幽
室
文
稿
」
在
中
　
萩
松
陰
神
社
蔵
）

示
諸
生

村
塾
寛
略
礼
法
、
擺
落
規
則
、
非
以
学
禽
獣
夷
狄
也
、
非
以
慕
老
荘
竹
林

也
、
特
以
今
世
礼
法
末
造
、
流
爲
虚
偽
刻
薄
、
欲
誠
朴
忠
実
以
矯
揉
之
已
、

新
塾
之
初
設
、
諸
生
皆
率
此
道
、
以
相
交
、
疾
病
艱
難
相
扶
持
、
力
役
事

故
相
労
役
、
如
手
足
然
、
如
骨
肉
然
、
増
塾
之
役
、
不
多
煩
工
匠
、
乃
能

有
成
、
職
是
之
由
、
吾
嘗
訪
大
和
谷
翁
三
山
、
三
山
曰
、
吾
以
充
耳
講
學

畎
畝
、
所
喜
者
、
諸
生
相
親
愛
、
如
兄
弟
骨
肉
然
、
囚
擧
数
事
誦
之
、
余

時
歆
羨
不
已
、
謂
亦
有
徳
之
言
也
、
数
爲
諸
生
道
之
、
諸
生
幸
深
諒
此
意
、

久
次
相
授
、
雖
広
川
之
門
、
無
以
加
也
、
因
謂
是
不
難
矣
、」
又
嘗
読
王

陽
明
年
譜
、
謂
、
其
警
発
門
人
、
多
於
山
水
泉
石
間
、
竊
服
其
理
矣
、
吾
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（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

一
九
四
九
年
広
島
県
生
ま
れ
。
著
書
『
幕
末
・
維
新
期
長
州
藩
の
政
治
構
造
』（
校
倉
書
房
）、『
幕
長

戦
争
』『
幕
末
維
新
の
政
治
過
程
』（
吉
川
弘
文
館
）
ほ
か
多
数
。

「
吉
田
松
陰
の
教
育
論
」



非
陽
明
也
、
然
朋
友
切
磋
、
亦
當
如
斯
、
是
以
會
講
連
業
、
未
嘗
設
繩
墨
、

交
以
諧
謔
滑
稽
、
如
匡
稚
圭
説
詩
故
事
、
如
近
舂
米
鋤
圃
之
舉
、
亦
寓
此

意
耳
、
至
撃
剣
踏
水
二
事
、
武
技
之
最
切
要
者
、
時
方
盛
夏
、
邉
警
又
殷
、

不
可
一
日
弛
、
然
徒
視
為
遊
戯
、
不
尚
実
用
、
消
光
陰
、
荒
学
業
、
亦
可

慮
也
、
要
之
学
之
爲
功
、
氣
類
先
接
、
義
理
従
融
、
非
區
々
礼
法
規
則
所

能
及
也
、」
学
者
無
所
自
得
、
呶
々
多
言
、
是
聖
賢
之
所
戒
、
而
偶
有
一

得
、
沈
默
自
護
、
余
甚
醜
之
、
凡
読
書
何
心
、
非
欲
以
有
爲
乎
、
書
古
也
、

爲
今
也
、
今
與
古
不
同
、
爲
與
書
、
何
能
一
一
相
符
、
不
符
不
同
、
疑
難

交
生
、
開
悟
時
有
、
乃
同
友
相
質
、
寧
得
已
哉
、
然
則
沈
默
自
護
者
、
非

無
自
得
可
語
、
則
以
人
爲
不
足
語
矣
、
吾
志
則
不
然
、
已
無
可
語
則
已
、

苟
有
可
語
、
雖
牛
夫
馬
卒
、
将
與
語
之
、
况
同
友
乎
、
諸
生
來
村
塾
者
、

要
皆
有
志
之
士
、
又
能
卓
立
俗
流
、
吾
無
憾
焉
、
然
意
偶
有
所
感
、
故
聊

言
之
、
六
月
廿
三
日
、
二
十
一
回
生
書
、

（
訓
読
）

「
諸
生
に
示
す
」（
安
政
五
年
六
月
二
十
三
日
）

村
塾
、
礼
法
を
寛
略
し
、
規
則
を
擺
落
す
る
も
、
以
て
禽
獣
夷
狄
を
学
ぶ
に

非
ず
。
以
て
、
老
荘
竹
林
を
慕
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
特
だ
今
世
礼
法
の
末
造
、

流
れ
て
虚
偽
刻
薄
と
な
れ
る
を
以
て
、
誠
朴
忠
実
以
て
之
れ
を
矯
揉
せ
ん

と
欲
す
る
の
み
。

新
塾
の
初
め
て
設
け
ら
る
る
や
、
諸
生
皆
此
の
道
に
率
ひ
て
以
て
相
交
は

り
、
疾
病
艱
難
に
相
扶
持
し
、
力
役
事
故
に
は
相
労
役
す
る
こ
と
、
手
足
の

如
く
然
り
、
骨
肉
の
如
く
然
り
。
増
塾
の
役
、
多
く
は
工
匠
を
煩
は
さ
ず
し

て
、
乃
ち
能
く
成
る
こ
と
あ
る
は
、
職
と
し
て
是
れ
に
之
れ
由
る
。

吾
れ
嘗
て
大
和
の
谷
翁
三
山
�
２
�を

訪
ふ
。
三
山
曰
く
、
｢吾
れ
充
耳
を
以
て
学

を
畎
畝
に
講
ず
、
喜
ぶ
所
は
諸
生
相
親
愛
す
る
こ
と
、
兄
弟
骨
肉
の
如
く
然

り
｣と
。
因
っ
て
数
事
を
挙
げ
て
之
れ
を
誦
ふ
。
余
、
時
に
歆
羨
已
ま
ず
、
謂

へ
ら
く
亦
有
徳
の
言
な
り
と
。
数
々
諸
生
の
為
め
に
之
れ
を
道
ふ
。
諸
生
幸

に
深
く
此
の
意
を
諒
し
、
久
次
相
授
ふ
。
広
川
の
門
と
雖
も
以
て
加
ふ
る
な

し
。
因
っ
て
謂
へ
ら
く
是
れ
難
か
ら
ず
と
。

又
嘗
て
王
陽
明
�
３
�の

年
譜
を
読
む
。
謂
へ
ら
く
、
其
の
門
人
を
警
発
す
る
や
、

多
く
山
水
泉
石
の
間
に
於
い
て
す
と
。
竊
か
に
其
の
理
に
服
せ
り
。
吾
れ
は

陽
明
に
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
朋
友
の
切
磋
亦
当
に
斯
く
の
如
く
な
る

べ
し
。

こ
こ
を
以
て
会
講
連
業
、
未
だ
嘗
て
縄
墨
を
設
け
ず
、
交
ふ
る
に
諧
謔
滑
稽

を
以
て
す
る
こ
と
、
匡
稚
圭
�
４
�が

詩
を
説
く
の
故
事
の
如
し
。
近
く
は
米
を
舂

き
圃
を
鋤
く
の
挙
の
如
き
、
亦
此
の
意
を
寓
す
る
の
み
。

撃
剣
・
踏
水
の
二
事
に
至
り
て
は
、
武
技
の
最
も
切
要
な
る
も
の
、
時
方
に

盛
夏
、
辺
警
又
殷
ん
に
し
て
、
一
日
も
弛
う
す
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
徒
ら

に
視
て
遊
戯
と
為
し
、
実
用
を
尚
ば
ず
、
光
陰
を
消
し
、
学
業
を
荒
る
も
、

又
慮
る
べ
き
な
り
。

之
れ
を
要
す
る
に
学
の
功
た
る
、
気
類
先
づ
接
し
義
理
従
っ
て
融
る
。
区
々

た
る
礼
法
規
則
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。
学
者
自
得
す
る
所
な
く

し
て
、
呶
々
多
言
す
る
は
、
是
れ
聖
賢
の
戒
む
る
所
な
り
。
而
れ
ど
も
偶
々

−77（2）−
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一
得
あ
り
て
、
沈
黙
自
ら
護
る
は
、
余
甚
だ
之
れ
を
醜
む
。

凡
そ
読
書
は
何
の
心
ぞ
や
、
以
て
為
す
あ
ら
ん
と
欲
す
る
に
非
ず
や
。
書
は

古
な
り
、
為
は
今
な
り
。
今
と
古
と
同
じ
か
ら
ず
。
為
と
書
と
何
ぞ
能
く

一
々
相
符
せ
ん
。
符
せ
ず
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
疑
難
交
々
生
ぜ
ん
。
悔
悟
時

あ
り
、
乃
ち
同
友
相
質
す
こ
と
、
寧
ん
ぞ
已
む
を
得
ん
や
。

然
ら
ば
則
ち
沈
黙
自
ら
護
る
者
は
、
自
得
語
る
べ
き
も
の
な
き
に
非
ず
ん

ば
、
則
ち
人
を
以
て
語
る
に
足
ら
ず
と
為
す
な
り
。
吾
が
志
は
則
ち
然
ら

ず
。
已
に
語
る
も
の
な
く
ん
ば
則
ち
已
む
も
、
苟
も
語
る
べ
き
も
の
あ
ら

ば
、
牛
夫
馬
卒
と
雖
も
、
将
に
与
に
之
れ
を
語
ら
ん
と
す
。
況
ん
や
同
友
を

や
。
諸
生
村
塾
に
来
る
者
、
要
は
皆
有
志
の
士
、
又
能
く
俗
流
に
卓
立
す
、

吾
れ
憾
み
な
し
。
然
れ
ど
も
意
偶
々
感
ず
る
所
あ
り
。
故
に
聊
か
之
れ
を
言

ふ
。
六
月
二
十
三
日
、
二
十
一
回
生
書
す
。

（
参
考
　
「
戊
午
幽
室
文
稿
」
所
収
『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
四
巻
、
大
和
書

房
、
一
九
七
二
年
、
三
五
七
～
三
五
九
頁
）

（
大
意
）

「
諸
生
に
示
す
」　

①

松
下
村
塾
で
は
、
礼
儀
作
法
を
簡
略
に
し
、
形
式
的
な
規
則
を
つ
く
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
鳥
や
獣
あ
る
い
は
野
蛮
人
の
ま
ね
を

し
よ
う
と
い
う
の
で
も
な
け
れ
ば
、
自
然
に
生
き
る
こ
と
を
理
想
と
し

た
中
国
古
代
の
老
子
・
荘
子
や
、
世
俗
を
避
け
て
清
い
話
を
す
る
こ
と

を
理
想
と
し
た
竹
林
の
七
賢
（
竹
林
に
住
ん
だ
七
人
の
賢
者
）
な
ど
を
慕

っ
た
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
、
い
ま
世
の
礼
法
が
末
期
と
な
り
、
流
れ
て
う
そ
い
つ
わ
り
に
満

ち
、
残
酷
で
薄
情
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
誠
意
と
純
朴
に
よ
っ
て

こ
れ
を
な
お
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
み
な
の
で
あ
る
。

②

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
月
、
八
畳
一
室
の
松
下
村
塾
が
は
じ
め

て
つ
く
ら
れ
て
か
ら
、
諸
君
は
み
な
こ
の
方
針
の
も
と
で
お
互
い
に
交

わ
り
、
だ
れ
か
が
病
気
を
し
、
困
っ
た
り
し
て
い
る
と
き
に
は
互
い
に
助

け
あ
い
、
力
仕
事
や
な
に
か
事
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手
伝
い

あ
っ
た
も
の
だ
。
そ
れ
は
ま
さ
に
お
互
い
が
自
分
の
手
足
の
よ
う
で
あ

り
、
家
族
同
様
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
安
政
五
年
三
月
の
松
下
村
塾
の
増
築
の
と
き
に
は
、
ほ
と
ん

ど
は
大
工
の
手
を
煩
わ
す
こ
と
な
く
出
来
上
が
っ
た
の
だ
。
塾
生
が
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事
と
し
て
協
力
し
た
か
ら
で
あ
る
。

③

僕
（
松
陰
）
は
か
つ
て
大
和
の
谷
三
山

�
�
�
�
�
�（

尊
王
攘
夷
を
説
い
た
）
翁
を

訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
三
山
は
い
っ
た
、「
私
は
耳
が
聞
こ
え

な
い
が
、
学
問
を
田
園
で
講
じ
て
い
る
。
私
に
と
っ
て
う
れ
し
い
こ
と

は
、
門
人
た
ち
が
お
互
い
に
親
愛
し
あ
い
、
兄
弟
や
肉
親
の
よ
う
に
仲
よ

く
し
て
い
る
こ
と
だ
」
と
。
そ
し
て
、
そ
の
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
説

明
し
た
。

僕
は
そ
れ
を
聞
い
て
実
に
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
心
中
「
こ

れ
は
徳
あ
る
人
の
言
葉
だ
」
と
思
っ
た
。
諸
君
に
は
た
び
た
び
こ
の
こ
と

は
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
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諸
君
も
ま
た
僕
の
そ
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
深
く
納
得
し
、
次
々
に

伝
え
た
。

そ
れ
は
あ
の
中
国
の
董
仲
舒

�
�
�
�
�
�
�（

前
漢
の
儒
学
者
）
の
門
下
と
い
え
ど
も

こ
れ
に
及
ば
な
い
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
僕
は
考
え
た
。
こ
れ
は
や

ろ
う
と
す
れ
ば
決
し
て
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
、
と
。

④

ま
た
、
か
っ
て
王
陽
明
の
年
譜
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
思

っ
た
も
の
だ
。
そ
の
門
人
を
教
え
導
く
の
は
、
多
く
は
山
と
か
川
な
ど
の

自
然
の
環
境
の
中
に
お
い
て
な
の
だ
、
と
。（
自
然
の
中
で
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
自
由
に
お
互
い
に
問
答
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
え
を
深
め
て
い

く
）。
そ
し
て
、
心
ひ
そ
か
に
そ
の
筋
道
の
あ
る
と
こ
ろ
に
感
服
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

僕
は
陽
明
学
者
で
は
な
い
。
し
か
し
、
友
人
同
士
の
お
互
い
の
切
磋

（
学
問
・
技
芸
な
ど
を
磨
く
こ
と
）
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

⑤

だ
か
ら
、
講
義
を
し
た
り
、
協
同
で
作
業
す
る
の
に
、
こ
れ
ま
で
一
度

も
規
則
な
ど
は
設
け
た
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
お
互
い
の
会
話
に
諧
謔

や
滑
稽
さ
を
交
え
て
、
あ
た
か
も
漢
の
匡
稚
圭

�
�
�
�
�
�（

詩
を
説
明
す
る
の
が
巧

み
で
、
人
を
よ
く
笑
わ
せ
た
。
聞
い
た
人
が
笑
い
す
ぎ
て
、
あ
ご
が
は
ず

れ
た
「
詩
を
説
い
て
人
の
あ
ご
を
解
く
」
と
言
わ
れ
て
い
る
）
が
詩
を
説

く
に
当
た
っ
て
そ
う
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

先
ご
ろ
、
門
人
た
ち
と
米
を
つ
き
、
畑
を
耕
し
た
り
し
た
の
も
、
実
は

そ
の
た
め
だ
っ
た
の
だ
。

⑥

と
こ
ろ
で
、
剣
術
と
水
泳
の
二
つ
は
、
武
技
の
う
ち
で
も
っ
と
も
大
切

な
も
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
い
ま
は
夏
も
盛
り
で
あ
り
、
ま
た
、
わ
が
国

の
周
辺
に
は
し
き
り
と
外
国
が
う
か
が
っ
て
お
り
、
そ
の
警
備
は
一
日

た
り
と
も
ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
な
い
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は

遊
び
ご
と
だ
と
し
て
、
実
地
の
鍛
練
を
重
ん
じ
な
い
で
、
い
た
ず
ら
に
日

を
送
り
、
学
業
を
怠
る
こ
と
は
、
十
分
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑦

要
す
る
に
、
学
ん
で
そ
の
効
果
を
挙
げ
る
に
は
、
ま
ず
気
の
合
っ
た
仲

間
が
お
互
い
に
心
を
通
い
あ
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
り
、
そ
う

す
れ
ば
物
事
の
正
し
い
道
筋
は
お
の
ず
か
ら
通
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
こ
ま
ご
ま
し
た
礼
法
や
規
則
の
遠
く
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
学
ぼ

う
と
す
る
者
が
自
分
自
身
で
理
解
す
る
と
こ
ろ
な
く
し
て
、
く
ど
く
ど

と
言
葉
数
の
み
多
い
の
は
、
聖
人
と
賢
人
の
戒
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

だ
が
、
た
ま
た
ま
な
に
か
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

沈
黙
し
て
自
分
の
中
に
固
く
と
じ
こ
も
ろ
う
と
す
る
の
は
、
僕
が
た
い

へ
ん
き
ら
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑧

お
よ
そ
読
書
と
い
う
の
は
い
か
な
る
心
構
え
で
す
べ
き
な
の
か
。
そ

れ
は
少
な
く
と
も
な
に
か
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
は
な
い
の

か
。
書
物
に
は
昔
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
現
実
に
行
動
す
る

の
は
今
な
の
で
あ
る
。
そ
の
今
と
昔
と
は
決
し
て
同
じ
で
は
な
い
。
と
す

れ
ば
、
今
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
と
、
本
に
書
い
て
あ
る
こ
と
と
は
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
は
ず
は
な
い
。

そ
れ
が
一
致
し
な
け
れ
ば
、
当
然
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
難
問
が
生
ず
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る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
疑
問
や
難
問
を
解
き
、
自
分
で
悟
る
に
は
人
に
よ

っ
て
時
機
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
間
に
お
互
い
に
質
問
し
あ
う
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

⑨

だ
と
す
れ
ば
、
固
く
沈
黙
し
て
自
分
の
殼
に
と
じ
こ
も
ろ
う
と
す
る

者
は
、
自
分
で
は
理
解
し
て
、
語
る
べ
き
も
の
が
な
い
の
で
は
な
け
れ

ば
、
相
手
を
語
る
に
足
り
な
い
と
考
え
て
い
る
者
な
の
で
あ
る
。

僕
の
め
ざ
す
志
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
な
い
。
す
で
に
語
る
べ
き
な

に
も
の
も
な
い
の
は
や
む
を
え
な
い
け
れ
ど
も
、
い
や
し
く
も
語
る
べ

き
こ
と
を
心
の
う
ち
に
も
っ
て
い
る
者
は
、
た
と
え
相
手
が
牛
馬
の
世

話
人
で
あ
ろ
う
と
も
、
ま
さ
に
心
を
開
い
て
語
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ま

し
て
や
、
同
友
の
場
合
に
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

松
陰
は
、「
諸
生
に
示
す
」
に
お
い
て
、
学
習
効
果
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
徹
底
し
て
「
心
を
通
い
合
わ
せ
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
礼
法
や
規
則
を
排
し
、
沈
黙
し
て
自
分
の
内
に
閉
じ
こ
も

る
の
で
は
な
く
、
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
語
り
合
う
べ
き
だ
と
し
て
い

る
。
そ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
を
作
り
出
す
た
め
に
、
お
互
い
の
会
話

に
、
諧
謔
や
滑
稽
さ
を
交
え
る
よ
う
に
し
て
き
た
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。

こ
の
松
陰
の
諸
生
に
示
し
て
い
る
配
慮
が
、
松
下
村
塾
教
育
を
実
践
し

て
み
て
、
そ
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
到
達
し
た
松
陰
の
境
地
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

二
　
「
松
下
村
塾
記
」

こ
こ
で
は
、「
松
下
村
塾
記
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
松
陰
自
筆
の
本
文
を
掲

げ
、
次
に
そ
の
訓
読
、
さ
ら
に
大
意
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
原
文
　
　
吉
田
松
陰
関
係
資
料
九
四
　
山
口
県
文
書
館
蔵
）

松
下
村
塾
記
　
　
九
月
五
日
　
　
　
   　
   　
 　
 

長
門
之
為
國
、
僻
在
山
陽
之
西
陬
、
而
萩
城
蔽
連
山
之
陰
、
當
渤
海
之
衝
、

其
地
背
、
海
面
山
、
卑
濕
隱
暗
、
吉
見
氏
之
故
墟
、
而
古
不
甚
顯
、
二
百

年
來
、
乃
為
本
藩
治
所
、
於
是
、
山
産
海
物
、
四
方
輻
湊
、
嚴
然
為
一
都

會
矣
、
城
之
東
郊
、
則
吾
松
下
邑
也
、
松
下
之
為
邑
、
南
帶
大
川
、
川
之

源
、
溪
澗
数
十
里
、
人
莫
能
窮
、
盖
平
氏
遺
民
嘗
所
隱
匿
、
其
東
北
二
山
、

大
者
爲
唐
人
山
、
朝
鮮
俘
虜
之
所
鈞
陶
也
、
小
者
為
長
添
山
、
松
倉
伊
賀

之
廃
址
也
、
伊
賀
甞
與
大
内
氏
將
岩
成
豊
後
、
数
戰
陣
原
、
連
為
所
敗
、

遂
投
大
將
淵
而
死
、
原
與
淵
今
皆
存
云
、
山
川
之
間
、
人
戸
一
千
、
士
農

在
焉
、
工
商
在
焉
、
昔
時
忿
惋
不
平
之
気
、
今
則
欝
然
靄
然
、
発
為
人
物
、

煥
乎
為
一
勝
區
矣
、」
然
吾
常
怪
、
昔
時
忿
惋
不
平
之
気
、
流
而
為
川
、
峙

而
為
山
、
発
則
為
人
物
、
以
成
所
謂
一
勝
區
者
、
固
其
常
耳
、
苟
自
非
起

奇
傑
非
常
之
人
、
奮
発
震
動
、
轉
乾
撼
坤
、
以
成
邦
家
之
休
美
、
將
何
以

足
一
変
山
川
之
気
、
平
其
忿
惋
乎
哉
、
況
萩
城
之
隱
暗
不
顯
、
亦
已
久
矣
、

今
則
嚴
然
為
一
都
會
、
是
猶
非
眞
顯
者
、
特
其
機
先
兆
耳
、
今
松
下
在
城

之
東
方
、
東
方
為
震
震
、
萬
物
之
所
出
、
又
有
奮
発
震
動
之
象
、
故
吾
謂
、

萩
城
之
將
大
顯
、
其
必
始
于
松
下
邑
也
歟
、」
去
年
余
免
獄
、
家
居
松
下
、
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不
接
外
人
、
獨
外
叔
久
保
先
生
、
及
諸
従
兄
弟
時
々
過
訪
、
因
共
講
究
道

藝
、
家
嚴
家
叔
與
家
兄
、
又
従
而
奬
勵
之
、
吾
族
盛
大
、
盖
將
往
奮
発
震

動
一
邑
也
、
初
家
叔
先
生
之
集
徒
敎
授
也
、
扁
其
家
塾
曰
松
下
村
塾
、
家

叔
已
為
官
、
其
号
久
廢
、
外
叔
已
會
邑
子
弟
而
敎
之
沿
用
、
其
号
頃
命
余

記
之
、」
余
曰
、
学
、
学
所
以
為
人
也
、
塾
係
以
村
名
、
誠
使
一
邑
之
人
、

入
則
孝
悌
、
出
則
忠
信
、
則
村
名
係
焉
而
不
辱
、
若
或
不
能
然
不
亦
為
一

邑
之
辱
乎
、
抑
人
之
所
最
重
者
、
君
臣
之
義
也
、
国
之
所
最
大
者
、
華
夷

之
辨
也
、
今
天
下
何
如
時
也
、
君
臣
之
義
不
講
六
百
餘
年
、
至
近
時
、
合

華
夷
之
辨
而
又
失
之
、
然
而
天
下
之
人
、
方
且
安
然
為
得
計
、
生
神
州
之

地
、
蒙
皇
室
之
恩
、
内
失
君
臣
之
義
、
外
遺
華
夷
之
辨
、
則
学
之
所
以
為

学
、
人
之
所
以
為
人
、
其
安
在
哉
、
是
二
先
生
之
所
以
痛
心
、
而
余
不
得

不
為
之
記
、
亦
在
于
斯
、
噫
外
叔
先
生
、
誠
能
敎
誨
一
邑
子
弟
、
上
明
君

臣
之
義
華
夷
之
辨
、
下
又
不
失
孝
悌
忠
信
、
然
後
奇
傑
非
常
之
人
、
起
而

従
之
、
以
一
変
山
川
忿
惋
之
気
、
馴
致
邦
家
休
美
之
盛
、
則
萩
城
之
眞
顯
、

將
於
是
乎
在
、
豈
特
一
勝
區
一
都
會
而
已
哉
、
果
然
則
長
門
雖
僻
在
西

陬
、
其
奮
発
天
下
、
而
震
動
四
夷
、
亦
未
可
量
也
、
已
余
罪
囚
之
餘
、
無

足
言
者
、
然
幸
居
族
人
之
末
、
若
其
糾
輯
子
弟
、
以
継
二
先
生
之
後
、
則

不
敢
不
勉
也
、
外
叔
先
生
曰
、
子
言
則
大
矣
、
吾
不
敢
也
、
請
聞
切
于
邑

人
者
、
余
曰
、
古
人
有
月
旦
之
評
、
今
且
為
子
弟
、
設
立
三
等
、
分
為
六

科
、
各
標
其
所
居
、
月
朔
升
降
、
以
騐
其
勤
惰
、
曰
進
德
、
曰
專
心
、
是

為
上
等
、
曰
勵
精
、
曰
修
業
、
是
為
中
等
、
曰
怠
惰
、
曰
放
縱
、
是
為
下

等
、
三
等
六
科
、
志
之
所
趨
、
心
之
所
安
、
無
為
而
不
可
、
誠
使
邑
人
皆

進
為
上
等
之
選
、
則
吾
之
前
言
、
未
必
憂
其
大
也
、
先
生
曰
善
、
因
併
記
、

安
政
三
年
丙
辰
九
月
吉
田
矩
方
撰
 

（
松
陰
に
よ
る
本
文
訂
正
は
、
訂
正
後
の
結
果
を
記
し
た
）

（
訓
読
）松

下
村
塾
記
　
　
九
月
五
日
　
　
   　
   　
 　
 

長
門
の
國
た
る
、
僻
し
て
山
陽
の
西
陬
に
在
り
。
而
し
て
萩
城
は
連
山
の
陰��

を
蔽
ひ
、
渤
海
�
�
�
�の

衝
�
�
�に

當
る
。
其
の
地
海
を
背
に
し
て
山
に
面
し
、
卑
濕
隱

暗
、
吉
見
氏
の
故
墟
に
し
て
、
古
は
甚
だ
し
く
は
顯
は
れ
ず
。
二
百
年
來
�
�
�
�、

乃
ち
本
藩
の
治
所
と
な
る
。
こ
こ
に
於
て
か
、
山
産
海
物
、
四
方
よ
り
輻
湊

し
、
嚴
然
と
し
て
一
都
會
と
な
れ
り
。
城
の
東
郊
は
則
ち
吾
が
松
下
邑

�
�
�
�
�
�な

り
。
松
下
の
邑
た
る
、
南
に
大
川
を
帶
ぶ
。
川
の
源
は
溪
澗
數
十
里
、
人
能

く
窮
む
る
な
し
。
蓋
し
平
氏
の
遺
民
嘗
て
隱
匿
せ
し
所
な
り
。
其
の
東
北
の

二
山
、
大
な
る
者
は
唐
人
山

�
�
�
�
�
�と

爲
し
、
朝
鮮
俘
虜
の
鈞
陶
�
�
�
�す

る
所
な
り
。
小

な
る
者
は
長
添
山

�
�
�
�
�
�と

為
し
、
松
倉
伊
賀
の
廃
址
な
り
。
伊
賀
嘗
て
大
内
氏
の

將
岩
成
豊
後
と
、
數
々
陣
原
�
�
�
�に

戰
ひ
、
連
り
に
敗
る
る
所
と
な
り
、
遂
に
大

將
淵
に
投
じ
て
死
す
。
原
と
淵
と
、
今
皆
存
す
と
云
ふ
。
山
川
の
間
、
人
戸

一
千
、
士
農
在
り
、
工
商
在
り
。
昔
時
の
忿
惋

�
�
�
�

不
平
の
氣
、
今
は
則
ち
欝

然
靄
然
と
し
て
、
發
し
て
人
物
と
な
り
、
煥
乎
と
し
て
一
勝
區
を
爲
せ
り
。

然
れ
ど
も
吾
れ
常
に
怪
し
む
、
昔
時
の
忿
惋
不
平
の
氣
、
流
れ
て
川
と
な

り
、
峙
�
�
�ち

て
山
と
な
り
、
發
し
て
は
則
ち
人
物
と
な
り
、
以
て
所
謂
一
勝
區

を
成
す
者
は
、
固
よ
り
其
の
常
の
み
。
苟
も
奇
傑
非
常
の
人
を
起
し
、
奮
發
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震
動
し
て
、
乾
を
轉
じ
坤
を
撼��
か
し
、
以
て
邦
家
の
休
美
を
成
す
に
非
ざ
る

よ
り
は
、
將
た
何
を
以
て
か
山
川
の
氣
を
一
變
し
て
、
其
の
忿
惋
を
平
か
に

す
る
に
足
ら
ん
や
。

況
や
萩
城
の
隱
暗
に
し
て
顯
は
れ
ざ
る
こ
と
、
亦
已
に
久
し
き
を
や
。
今
は

則
ち
嚴
然
と
し
て
一
都
會
た
れ
ど
も
、
是
れ
猶
ほ
眞
に
顯
は
る
る
者
に
非

ず
、
特
だ
其
の
機
の
先
兆
の
み
。
今
松
下
は
城
の
東
方
に
あ
り
。
東
方
を
震

と
爲
す
。
震
は
萬
物
の
出
づ
る
所
、
又
奮
發
震
動
の
象
あ
り
。
故
に
吾
れ
謂��

へ
ら
く
、
萩
城
の
將
に
大
い
に
顯
は
れ
ん
と
す
る
や
、
其
れ
必
ず
松
下
の
邑

よ
り
始
ま
ら
ん
か
と
。

去
年
余
獄
を
免
さ
れ
、
松
下
に
家
居
し
、
外
人
に
接
せ
ず
。
獨
り
外
叔
久
保

先
生
及
び
諸
從
兄
弟
、
時
々
過
訪
し
、
因
つ
て
共
に
道
藝
を
講
究
す
。
家

嚴
・
家
叔
と
家
兄
と
、
又
従
つ
て
之
れ
を
奬
勵
せ
ら
る
。
吾
が
族
の
盛
大
な

る
、
蓋
し
將
に
往
々

�
�
�
�

一
邑
を
奮
發
震
動
せ
ん
と
す
る
な
り
。
初
め
家
叔
先

生
の
徒
を
集
め
て
敎
授
せ
ら
る
る
や
、
其
の
家
塾
に
扁
し
て
、
松
下
村
塾
と

曰
ふ
。
家
叔
已
に
官
と
な
り
、
其
の
號
久
し
く
廢
せ
り
。
外
叔
已
に
し
て
邑

の
子
弟
を
會
し
て
之
れ
を
敎
へ
、
其
の
號
を
沿
用
す
。
頃
�
�
�ろ

余
に
命
じ
て
之

れ
を
記
せ
し
む
。

余
曰
く
、「
學
は
、
人
た
る
所
以
を
學
ぶ
な
り
。
塾
係�
く
る
に
村
名
を
以
て

す
。
誠
に
一
邑
の
人
を
し
て
、
入
り
て
は
則
ち
孝
悌
、
出
で
て
は
則
ち
忠
信

な
ら
し
め
ば
、
則
ち
村
名
こ
れ
に
係
く
る
も
辱
ぢ
ず
。
若
し
或
は
然
る
能
は

ず
ん
ば
、
亦
一
邑
の
辱
た
ら
ざ
ら
ん
や
。
抑
々
人
の
最
も
重
し
と
す
る
所
の

も
の
は
、
君
臣
の
義
な
り
。
國
の
最
も
大
な
り
と
す
る
所
の
も
の
は
、
華
夷

の
辨
な
り
。
今
天
下
は
何
如
な
る
時
ぞ
や
。
君
臣
の
義
、
講
ぜ
ざ
る
こ
と
六

百
餘
年
、
近
時
に
至
り
て
、
華
夷
の
辨
を
合
せ
て
又
之
れ
を
失
ふ
。
然
り
而

し
て
天
下
の
人
、
方
且��に
安
然
と
し
て
計
を
得
た
り
と
爲
す
。
神
州
の
地
に

生
れ
、
皇
室
の
恩
を
蒙
り
、
内
は
君
臣
の
義
を
失
ひ
、
外
は
華
夷
の
辨
を
遺��

れ
ば
、
則
ち
學
の
學
た
る
所
以
、
人
の
人
た
る
所
以
、
其
れ
安
く
に
在
り
や
。

是
れ
二
先
生
の
痛
心
せ
ら
る
る
所
以
に
し
て
、
而
し
て
余
の
之
れ
が
記
を

爲��
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
も
、
亦
こ
こ
に
あ
り
。
噫
、
外
叔
先
生
、
誠
に
能
く
一

邑
の
子
弟
を
敎
誨
し
て
、
上
は
君
臣
の
義
、
華
夷
の
辨
を
明
か
に
し
、
下
は

又
孝
悌
忠
信
を
失
は
ず
。
然
る
後
奇
傑
非
常
の
人
、
起�
つ
て
之
れ
に
從
ひ
、

以
て
山
川
忿
惋
の
氣
を
一
變
し
、
邦
家
休
美
の
盛
を
馴
致
せ
ば
、
則
ち
萩
城

の
眞
に
顯
は
る
る
こ
と
、
將
に
こ
こ
に
於
て
か
在
ら
ん
と
す
、
豈
に
特��
に
一

勝
區
一
都
會
の
み
な
ら
ん
や
。
果
し
て
然
ら
ば
、
則
ち
長
門
は
僻
し
て
西
陬

に
在
り
と
雖
も
、
其
の
天
下
を
奮
發
し
て
、
四
夷
を
震
動
す
る
も
、
亦
未
だ

量
る
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。
余
は
罪
囚
の
餘
、
言
ふ
に
足
る
者
な
し
。
然
れ
ど

も
幸
に
族
人
の
末
に
居
れ
り
。
其
の
、
子
弟
を
糾
輯
し
て
、
以
て
二
先
生
の

後
を
繼
ぐ
が
ご
と
く
ん
ば
、
則
ち
敢
へ
て
勉
め
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
」

と
。
外
叔
先
生
曰
く
、「
子
の
言
は
則
ち
大
な
り
、
吾
れ
敢
へ
て
せ
ざ
る
な

り
。
請
ふ
邑
人
に
切
な
る
も
の
を
聞
か
ん
」
と
。
余
曰
く
、「
古
人
月
旦
の

評
あ
り
。
今
且��
�く

子
弟
の
爲
め
に
三
等
を
設
立
し
、
分
つ
て
六
科
と
爲
し
、

各
々
其
の
居
る
所
を
標��
し
、
月
朔
に
升
降
し
て
以
て
其
の
勤
惰
を
騐��
せ
ん
。

曰
く
進
德
、
曰
く
專
心
、
是
れ
を
上
等
と
爲
す
。
曰
く
勵
精
、
曰
く
修
業
、

是
れ
を
中
等
と
爲
す
。
曰
く
怠
惰
、
曰
く
放
縱
、
是
れ
を
下
等
と
爲
す
。
三
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等
六
科
、
志
の
趨
く
所
、
心
の
安
ん
ず
る
所
、
爲
し
て
可
な
ら
ざ
る
な
し
。

誠
に
邑
人
を
し
て
皆
進
み
て
上
等
の
選
た
ら
し
め
ば
、
則
ち
吾
れ
の
前
言

未
だ
必
ず
し
も
其
の
大
を
憂
へ
ざ
る
な
り
」
と
。
先
生
曰
く
、「
善
し
」
と
。

因
つ
て
併
せ
記
す
。
安
政
三
年
丙
辰
九
月
、
吉
田
矩
方
撰
す
。 

（
参
考
）「
松
下
村
塾
記
」「
丙
辰
幽
室
文
稿
」
所
収
、『
吉
田
松
陰
全
集
』
第

二
巻
（
大
和
書
房
、
一
九
七
三
年
、
四
三
四
～
四
三
七
頁
）。

（
大
意
）

松
下
村
塾
記
　
九
月
五
日
（
安
政
三
年
）

①

長
門
の
国
は
、
山
陽
の
西
の
は
て
、
辺
鄙
な
所
に
あ
る
。
そ
し
て
萩
城

は
、
中
国
山
地
の
北
に
あ
り
、
大
陸
に
対
し
て
は
要
衝
の
地
で
あ
る
。
こ

こ
は
日
本
海
を
背
に
し
て
山
に
面
し
、
低
湿
で
あ
る
た
め
曇
り
が
ち
で

あ
る
。
古
く
は
、
石
見
の
国
の
吉
見
氏
が
こ
の
萩
に
居
館
を
構
え
た
所

で
、
昔
か
ら
歴
史
の
表
舞
台
に
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
地
に
萩

城
が
築
か
れ
て
か
ら
二
百
年
、
今
は
長
州
藩
政
府
の
所
在
地
で
あ
る
。
こ

こ
に
お
い
て
、
山
や
海
の
産
物
が
四
方
か
ら
集
ま
り
、
厳
然
た
る
一
都
会

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
萩
城
の
東
の
外
れ
に
あ
る
の
が
、
我
が
松
下

村
（
松
本
村
）
で
あ
る
。（
松
本
村
の
地
理
・
歴
史
の
説
明
　
省
略
）

②

萩
城
、
つ
ま
り
長
州
藩
が
表
に
出
な
く
な
っ
て
か
ら
随
分
と
時
間
が

過
ぎ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
当
の
姿
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う

る
大
き
な
動
き
の
前
兆
に
過
ぎ
な
い
。
東
の
こ
と
を
中
国
で
は
「
震
」
と

い
い
、
震
は
「
す
べ
て
の
も
の
が
生
ま
れ
る
所
」
と
い
う
。
東
は
、
震
い

動
か
す
も
の
の
象
徴
で
あ
る
。
萩
城
、
い
わ
ゆ
る
長
州
藩
が
大
き
な
活
動

を
す
る
時
に
は
、
そ
の
人
材
は
、
必
ず
こ
の
松
本
村
よ
り
出
る
だ
ろ
う
。

③

昨
年
、
私
は
野
山
獄
か
ら
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
松
本
村
の
実
家
に
お

り
、
外
の
人
に
は
会
っ
て
い
な
い
。
母
方
の
叔
父
久
保
五
郎
左
衛
門
先
生

と
諸
従
兄
弟
た
ち
が
時
々
訪
れ
て
く
れ
る
の
で
、
共
に
道
徳
や
学
芸
を

講
究
し
て
い
る
。
父
杉
百
合
之
助
、
叔
父
玉
木
文
之
進
、
兄
杉
梅
太
郎
も

ま
た
、
こ
れ
を
奨
励
さ
れ
る
。
私
の
一
族
の
盛
ん
な
こ
と
は
、
ま
さ
に

ゆ
く
ゆ
く
こ
の
小
さ
な
村
を
震
い
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

は
じ
め
玉
木
文
之
進
先
生
は
生
徒
を
集
め
て
教
授
す
る
と
、
塾
の
名
前

を
「
松
下
村
塾
」
と
し
、
入
り
口
に
札
を
掲
げ
た
。
そ
の
叔
父
は
、
す
で

に
官
職
に
就
き
、
塾
の
名
前
を
久
し
く
使
っ
て
い
な
い
。
久
保
五
郎
左
衛

門
先
生
は
、
村
の
子
供
達
を
集
め
て
教
え
、
松
下
村
塾
の
名
前
を
そ
の
ま

ま
受
け
継
い
だ
。
こ
の
ご
ろ
私
に
命
じ
て
、
塾
記
を
記
さ
せ
た
。

④

私
は
こ
う
思
う
。「
学
ぶ
こ
と
」
と
は
、「
人
間
と
は
何
か
を
学
ぶ
こ
と
」

で
あ
る
。
塾
に
掲
げ
る
の
に
村
名
を
以
て
す
る
。
誠
に
こ
の
松
本
村
の

人
々
が
、
家
で
は
父
母
に
孝
を
尽
く
し
、
年
長
者
に
よ
く
仕
え
、
ま
た
外

で
は
、
主
君
に
忠
義
を
尽
く
し
、
他
人
に
信
義
を
尽
く
せ
る
な
ら
ば
、
塾

名
に
村
に
名
前
を
掲
げ
て
も
、
何
ら
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
そ
う
で

な
い
な
ら
、
一
村
の
恥
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑤

そ
も
そ
も
人
と
し
て
最
も
重
ん
ず
べ
き
こ
と
は
、
君
主
と
臣
下
の
間

で
守
る
べ
き
正
し
い
道
（
君
臣
の
義
）
で
あ
る
。
ま
た
、
国
に
お
い
て
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
日
本
と
外
国
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
（
華
夷
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の
弁
）
で
あ
る
。
今
の
日
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
君
臣
の
義
は
、
鎌
倉

幕
府
か
ら
六
百
年
も
の
間
、
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
近
年
は
華
夷
の
弁

も
失
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
天
下
の
人
は
、
今
や
き
ち
ん
と
し
た
計
画
が

で
き
て
い
る
と
満
足
し
て
い
る
。
日
本
に
生
ま
れ
、
皇
室
の
恩
を
蒙
り
、

内
に
対
し
て
は
君
臣
の
義
を
失
い
、
外
に
対
し
て
は
華
夷
の
弁
を
忘
れ

る
な
ら
ば
、
学
ぶ
こ
と
の
本
当
の
意
味
や
、
人
が
人
と
し
て
あ
る
所
以
は

ど
こ
に
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
玉
木
文
之
進
先
生
、
久
保
五
郎
左
衛
門
先
生
、

二
人
の
先
生
の
心
を
痛
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
が
こ
の
松
下
村

塾
記
を
作
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
い
う
理
由
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

⑥

久
保
五
郎
左
衛
門
先
生
は
、
誠
に
よ
く
一
村
の
子
弟
を
教
え
諭
し
て
、

上
は
、
君
臣
の
義
、
華
夷
の
弁
を
明
ら
か
に
し
、
下
は
、
父
母
に
孝
を
尽

く
し
、
年
長
者
に
よ
く
仕
え
、
主
君
に
忠
義
を
尽
く
し
、
他
人
に
信
義
を

尽
く
す
こ
と
だ
と
言
わ
れ
た
。
し
か
る
後
、
優
れ
た
人
が
起
ち
上
が
り
、

こ
の
山
や
川
に
残
る
憤
り
や
恨
み
の
気
を
変
え
、
我
が
長
州
藩
を
徐
々

に
立
派
な
も
の
に
す
る
、
つ
ま
り
萩
城
を
真
の
姿
に
す
る
の
は
こ
こ
松

本
村
か
ら
と
し
た
い
。
単
に
立
派
で
優
れ
た
場
所
や
都
会
か
ら
だ
け
で

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
長
門
は
西
の
端
に
あ
る
と

は
い
え
、
日
本
を
奮
い
起
こ
し
、
四
方
の
異
民
族
を
震
い
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
。
私
は
、
罪
を
犯
し
囚
わ
れ
の
身
で
あ
る
が
、
幸
い
に
一
族
と
共

に
あ
る
。
子
弟
を
集
め
て
、
二
人
の
先
生
の
後
を
継
ぐ
た
め
に
は
、
進
ん

で
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑦

久
保
五
郎
左
衛
門
先
生
は
「
お
前
の
言
う
こ
と
が
大
き
す
ぎ
て
、
私
だ

っ
た
ら
そ
こ
ま
で
は
し
な
い
。
ま
ず
、
松
本
村
の
人
に
今
、
何
が
必
要
か

を
聞
く
」
と
い
う
。

私
は
答
え
た
。「
中
国
後
漢
時
代
の
故
事
に
よ
る
と
、
毎
月
の
第
一
日

目
に
、
人
物
を
評
価
し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
倣
い
、
私
も
生
徒
の
た
め
に

三
等
を
設
立
し
、
そ
の
中
を
更
に
二
つ
に
分
け
て
六
科
に
す
る
。
そ
こ

で
、
生
徒
に
自
分
が
ど
の
場
所
に
い
る
か
を
示
し
、
毎
月
第
一
日
目
に
人

物
評
価
の
上
げ
下
げ
を
し
て
、
勤
勉
か
怠
惰
か
を
調
べ
よ
う
。
進
徳
、
専

心
、
こ
れ
を
上
等
と
す
る
。
励
精
、
修
業
、
こ
れ
を
中
等
と
す
る
。
怠
惰
、

放
縦
、
こ
れ
を
下
等
と
す
る
。
こ
の
三
等
六
科
は
、
志
の
お
も
む
く
と
こ

ろ
で
あ
り
、
心
の
安
ん
ず
る
所
で
あ
る
。
実
行
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

松
本
村
の
人
々
が
進
ん
で
、
お
互
い
に
上
等
と
評
価
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
良
い
。
私
は
、
こ
の
松
下
村
塾
記
の
初
め
に
、
長
州
に
何
か
起
こ
る
前

触
れ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
松
下
村
塾
の
あ
る
松
本
村
か
ら
始
ま
る

だ
ろ
う
と
書
い
た
が
、
皆
が
お
互
い
に
進
も
う
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
必

ず
し
も
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
」。
す
る
と
、
久
保
先
生
は
「
よ
ろ
し
い
」

と
言
わ
れ
た
。
従
っ
て
こ
れ
も
合
わ
せ
記
し
て
お
く
。

安
政
三
年
丙
辰
九
月
 吉
田
矩
方
選
す
。

「
松
下
村
塾
記
」
で
は
、
教
育
の
使
命
を
、
君
臣
の
義
を
わ
き
ま
え
、
華

夷
の
弁
を
明
ら
か
に
し
た
人
を
育
成
す
る
と
い
う
高
い
理
想
を
述
べ
て
い

る
。
そ
の
教
育
方
法
は
、
三
等
六
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
厳
密
に
定
め
、
月
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旦
の
評
に
よ
っ
て
等
級
の
上
げ
下
げ
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
諸
生
に
示
す
」
の
自
由
な
自
主
性
を
尊
重
す
る
教
育
方

法
と
は
大
い
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

松
下
村
塾
で
実
際
に
学
ん
だ
渡
辺
蒿
蔵
は
、
村
塾
の
実
態
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
�
５
�。

①
松
下
村
塾
記
に
あ
る
等
級
別
は
行
は
れ
し
や
。
（
渡
辺
）何
も
な
か
っ
た
。

②
日
課
時
間
は
定
ま
り
し
や
。　（
渡
辺
）き
ま
っ
て
居
な
い
。登
塾
す
れ

ば
、次
か
ら
次
へ
待
つ
�
�
�
�

て
居
つ
て
、讀
ん
で
貰
ひ
教
へ
て
頂
い
た
。

③
學
課
目
及
び
教
科
書
。　（
渡
辺
）別
に
課
目
と
云
つ
て
は
な
い
。教
科
書

も
皆
別
々
で
、自
分
は
明
史
や
東
坡
策
な
ど
を
教
は
つ
た
。然
し
偶
然
同

じ
も
の
を
や
る
人
も
あ
る
。そ
れ
は
居
合
せ
れ
ば
一
緒
に
や
つ
て
貰
ふ
。

④
村
塾
の
規
則
を
見
ら
れ
た
り
し
や
。　
　（
渡
辺
）見
た
事
は
な
か
つ
た
�
６
�。

⑤
塾
内
の
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
。　（
渡
辺
）登
塾
退
塾
の
時
、ち
よ
い
と

先
生
に
お
辞
儀
を
す
る
だ
け
で
極
め
て
簡
單
、同
僚
に
は
別
に
礼
は
し

な
か
つ
た
。

こ
の
よ
う
に
渡
辺
は
、「
松
下
村
塾
記
」
に
あ
る
等
級
別
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
明
言
し
て
お
り
、
塾
記
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
塾
を
開
始
す
る

前
の
計
画
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
他
、
塾
の
規
則
は
無
か

っ
た
こ
と
、
礼
儀
作
法
も
極
め
て
簡
略
で
あ
っ
た
こ
と
を
渡
辺
は
回
想
し

て
お
り
、「
諸
生
に
示
す
」
で
松
陰
が
述
べ
て
い
る
こ
と
が
、
松
下
村
塾
の

実
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
教
育
は
、
実
践
過
程
を
経
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
常
に
変
化
し
て
い
く
営
み
で
あ
る
。
松
陰
も
教
育
実
践
の
前
は
、

「
松
下
村
塾
記
」
の
よ
う
な
理
想
を
掲
げ
た
が
、
実
践
の
過
程
で
、
心
の
通

い
合
い
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、「
諸
生
に
示
す
」
の
よ
う

な
境
地
に
到
達
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
　
「
学
校
を
議
す
　
付
、
作
場
」

松
陰
の
教
育
論
に
は
、
学
校
の
振
興
策
を
論
じ
た
「
学
校
を
議
す
　
付
、

作
場
」
が
あ
る
。
次
に
こ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
教
育
論
に
通

底
す
る
も
の
を
探
り
た
い
。

ま
ず
松
陰
自
筆
の
「
学
校
を
議
す
　
付
、
作
場
」
の
原
文
を
掲
げ
、
次
に

そ
の
訓
読
、
さ
ら
に
大
意
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
原
文
）
　
（「
囚
室
雑
議
�
７
�」

所
収
「
議
学
校
　
附
作
塲
」
　
吉
田
松
陰
関
係

資
料
　
一
四
五
　
山
口
県
文
書
館
蔵
。「
戊
午
幽
室
文
稿
」
所
収
の
「
論
学

校
　
附
作
塲
�
８
�」

は
、
他
筆
な
の
で
、
松
陰
自
筆
本
と
は
若
干
の
差
違
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
タ
イ
ト
ル
も
松
陰
は
「
論
学
校
　
附
作
塲
」
か
ら
「
議
学
校
　
附

作
塲
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
原
文
に
従
っ
て
、
表
題
を
「
学
校

を
議
す
」
に
修
正
す
べ
き
で
あ
る
）

議
学
校
　
附
作
塲

聚
人
材
、
振
國
勢
、
爲
今
日
要
務
、
而
人
材
一
聚
、
則
国
勢
不
期
振
而
振

矣
、
聚
人
材
、
莫
如
隨
其
器
而
叙
用
之
、
然
徒
聞
其
名
而
用
之
、
不
當
而
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捨
之
、
適
足
招
人
謗
而
墜
国
勢
、
不
可
不
愼
也
、
故
余
有
二
策
焉
、
一
曰
、

奮
學
校
、
二
曰
、
起
作
塲
、
今
學
校
雖
設
、
不
至
大
奮
、
余
謂
大
令
國
中
、

募
學
問
行
義
可
爲
人
師
表
者
、
志
気
材
能
可
學
而
造
焉
者
、
其
他
兵
農
暦

筭
、
天
文
地
理
、
諸
種
學
藝
、
自
挟
所
長
者
、
不
拘
貴
賤
、
不
問
浅
深
、

皆
得
充
學
生
、
學
生
分
科
、
各
學
其
所
學
、
不
縛
以
縄
墨
、
唯
視
其
成
徳

達
材
與
否
而
黜
陟
之
、
宋
程
顥
所
議
尊
賢
堂
〈
置
有
徳
者
〉、（〈
　
〉
は
割

注
の
記
号
）
觀
國
法
〈
置
有
材
者
、
○
無
此
二
法
、
學
校
為
少
年
講
誦
場
、

而
不
足
以
聚
人
材
也
〉
胡
瑗
所
設
経
義
齋
〈
所
以
成
徳
〉
治
事
齋
〈
所
以

達
材
、
○
無
此
二
齋
、
學
校
蘇
軾
所
謂
、
黄
茅
白
葦
、
王
氏
之
同
也
〉
其

於
師
道
學
制
、
並
得
其
宜
矣
、
果
能
師
二
賢
之
意
、
遷
諸
今
學
校
、
学
校

其
有
不
奮
者
乎
、
礼
、
天
子
太
子
、
入
學
歯
譲
、
今
以
学
校
、
爲
門
地
資

格
之
場
、
且
学
校
将
待
天
下
人
士
、
何
必
吾
二
國
、
今
陪
臣
足
軽
二
國
之

民
、
猶
且
不
得
入
学
焉
、
其
為
規
模
、
豈
非
可
嘆
之
甚
乎
、
読
書
之
士
、

率
多
空
疎
、
斉
稜
下
可
鑑
也
、
故
余
謂
、
不
若
起
作
場
連
接
之
学
校
也
、

船
匠
銅
工
製
薬
治
革
之
工
、
凡
有
寸
技
尺
能
者
、
要
皆
宜
屬
治
事
齋
、
今

湊
聚
諸
作
場
、
合
衆
知
、
廣
巧
思
、
講
究
船
艦
器
械
、
必
有
所
成
矣
、
今

非
無
寸
技
尺
能
、
然
樸
樕
絲
粟
、
不
能
自
奮
、
或
有
良
工
師
、
其
徒
不
衆
、

無
以
成
事
矣
、
今
學
生
已
不
問
貴
賤
浅
深
、
得
入
学
焉
、
若
乃
呆
然
誦
読
、

無
甚
補
于
事
、
余
謂
、
以
時
駆
之
工
作
、
顧
亦
一
益
也
、
今
世
學
生
、
固

已
空
疎
、
不
解
事
務
、
工
匠
愚
朴
、
不
知
要
需
、
二
者
分
爲
鴻
溝
、
忽
聞

余
学
校
作
場
之
説
、
必
愕
以
爲
異
矣
、
然
吾
固
謂
、
募
材
能
、
充
学
生
、

学
生
非
向
空
疎
徒
矣
、
且
作
場
、
非
必
有
大
作
于
其
中
也
、
工
作
有
學
〈
吾

師
象
山
曰
、
學
必
有
事
、
非
徒
誦
空
文
玩
空
理
而
已
、
如
學
書
學
劍
、
可

以
見
矣
、
故
其
礮
術
、
自
稱
曰
礮
學
、
亦
抑
空
文
空
理
、
熟
諸
實
事
之
微

意
也
、
所
謂
、
工
作
之
學
、
亦
是
物
也
、〉
連
之
学
生
、
是
爲
両
便
焉
耳
、

嗚
呼
、
今
日
之
務
、
在
聚
人
材
、
人
材
已
衆
、
置
之
学
校
作
場
、
然
後
料

其
実
材
実
能
、
随
宜
叙
用
之
、
有
諫
官
焉
、
有
治
臣
焉
、
軍
防
備
矣
、
民

政
挙
矣
、
一
器
一
藝
、
具
得
其
妙
矣
、
如
是
而
国
勢
不
振
者
、
未
之
有
也
、

（
訓
読
）

「
学
校
を
議
す
　
附
、
作
場
�
�
��
９
�」

人
材
を
聚��
め
、
国
勢
を
振
ふ
は
、
今
日
の
要
務
た
り
。
而
し
て
人
材
一
た
び

聚
ま
ら
ば
、
則
ち
国
勢
振
ふ
を
期
せ
ず
し
て
振
は
ん
。
人
材
を
聚
む
る
は
、

其
の
器
に
随
つ
て
之
れ
を
叙
用
す
る
に
如�
く
は
な
し
。
然
れ
ど
も
徒
�
�
�ら

に

其
の
名
を
聞
き
て
之
れ
を
用
ひ
、
当
ら
ず
し
て
之
れ
を
捨
つ
れ
ば
、
適
々

�
�
�
�

人
の
謗��
り
を
招
き
国
勢
、
墜��
す
に
足
る
。
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

故
に
余
に
二
策
あ
り
。
一
に
曰
く
、
学
校
を
奮��
は
す
。
二
に
曰
く
、
作
場
�
�
�

を

起
す
。

今
学
校
を
設
く
と
雖
も
、
大
い
に
奮
ふ
に
至
ら
ず
。
余
謂��へ
ら
く
、
大
い
に

国
中
に
令
し
、
学
問
行
義
、
人
の
師
表
た
る
べ
き
者
、
志
気
材
能
の
学
び
て

造��
る
べ
き
者
、
其
の
他
兵
・
農
・
暦
算
、
天
文
、
地
理
、
諸
種
の
学
芸
、
自

ら
長
と
す
る
所
を
挟��
け
る
者
を
募
り
、
貴
賤
に
拘
ら
ず
、
浅
深
を
問
は
ず
、

皆
学
生
に
充�
つ
る
を
得
し
む
。
学
生
は
科
を
分
ち
、
各
々
其
の
学
ぶ
所
を
学

び
、
縛��
す
る
に
縄
墨

�
�
�
�
�を

以
て
せ
ず
。
唯
だ
其
の
徳
を
成
し
、
材
を
達
す
る
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と
否
と
を
視
て
、
之
れ
を
黜
陟

�
�
�
�
�
�す

。

宋
の
程
顥

�
�
�
�

議
す
る
所
、
尊
賢
堂
〈
有
徳
者
を
置
く
〉・
観
国
法
〈
有
才
者
を

置
く
。
○
此
の
二
法
な
く
ん
ば
、
学
校
は
少
年
の
講
誦

�
�
�
�
�の

場
と
な
る
。
而
し

て
以
て
人
材
を
聚
む
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
〉、
胡
瑗
�
�
�

設
く
る
所
の
経
義
斎

〈
徳
を
成
す
所
以
〉、
治
事
斎
〈
材
を
達
す
る
所
以
。
○
此
の
二
斎
無
く
ん
ば
、

学
校
は
蘇
軾
の
所
謂
、
黄
茅
�
�
�
�・

白
葦
�
�
�

、
王
氏
の
同
な
り
〉
は
、
其
の
師
道
学

制
に
於
け
る
や
、
並
び
に
其
の
宜
し
き
を
得
た
り
。
果
し
て
能
く
二
賢
の
意

を
師
と
し
て
、
こ
れ
を
今
の
学
校
に
遷��
さ
ば
、
学
校
其
れ
奮
は
ざ
る
も
の
あ

ら
ん
や
。

礼��に
、「
天
子
の
太
子
、
学
に
入
ら
ば
歯
�
�
�に

譲
る
」
と
。
今
は
学
校
を
以
て
、

門
地
資
格
の
場
と
為
す
。
且
つ
学
校
は
将��
に
天
下
の
人
士
を
待
た
ん
と
す
。

何
ぞ
必
ず
し
も
吾
が
二
国
の
み
な
ら
ん
や
。
今
陪
臣
・
足
軽
、
二
国
の
民
、

猶
ほ
且
つ
入
学
す
る
を
得
ず
。
其
の
規
模
た
る
、
豈�
に
嘆
く
べ
き
の
甚
だ
し

き
に
非
ず
や
。

読
書
の
士
、
率
�
�
�ね

空
疎
多
し
、
斉
の
稷
下
�
�
�
�

鑒
�
�
�み

る
べ
き
な
り
。
故
に
余

謂��へ
ら
く
、
作
場
を
起
こ
し
之
れ
を
学
校
に
連
接
す
る
に
若
か
ざ
る
な
り

と
。
船
匠
・
銅
工
・
製
薬
・
治
革
の
工
、
凡
そ
寸
技
尺
能
あ
る
者
、
要
は
皆

宜
し
く
治
事
斎
に
属
す
べ
し
。
今
こ
れ
を
作
場
に
湊
聚

�
�
�
�
�し

、
衆
知
を
合
せ
巧

思
を
広
め
、
船
艦
器
械
を
講
究
せ
ば
、
必
ず
成
る
所
あ
ら
ん
。

今
は
寸
技
尺
能
無
き
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
樸
樕
・
絲
粟
、
自
ら
奮
ふ
能
は

ず
。
或
は
良
工
師
あ
る
も
、
其
の
徒
衆��か
ら
ず
、
以
て
事
を
成
す
な
し
。

今
学
生
已
に
貴
賤
浅
深
を
問
は
ず
、
入
学
す
る
を
得
る
と
も
、
若
し
乃
ち
呆��

然��
誦
読

�
�
�
�
�せ

ば
、
甚
だ
し
く
は
事
に
補
�
�
�ふ

こ
と
な
し
。

余
謂
へ
ら
く
、
時
を
以
て
之
れ
を
工
作
に
駆
る
も
、
顧
ふ
に
亦
一
益
な
り

と
。
今
世
学
生
は
、
固��
よ
り
已
に
空
疎
に
し
て
、
事
務
を
解
せ
ず
、
工
匠
は

愚
朴
に
し
て
、
要
需
を
知
ら
ず
。
二
者
分
れ
て
鴻
溝
を
為
す
。
忽
ち
余
の
学

校
作
場
の
説
を
聞
か
ば
、
必
ず
愕
�
�
�き

て
以
て
異
と
為
さ
ん
。

然
れ
ど
も
吾
れ
固��
よ
り
謂
へ
ら
く
、
材
能
を
募
り
て
、
学
生
に
充
つ
れ
ば
、

学
生
は
向��
の
空
疎
の
徒
に
非
ず
。
且
つ
作
場
は
、
必
ず
し
も
大
い
に
其
の
中

に
作
る
こ
と
あ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
工
作
に
は
学
あ
り
、〈
吾
が
師
象
山
曰

く
、「
学
必
ず
事
あ
り
、
徒
ら
に
空
文
を
誦
し
、
空
理
を
玩
ぶ
の
み
に
非
ず
。

書
を
学
び
剣
を
学
ぶ
が
如
き
、
以
て
見
る
べ
し
」
と
。
故
に
其
の
砲
術
、
自

ら
称
し
て
砲
学
と
曰
ふ
も
、
亦
空
文
空
理
を
抑
へ
て
、
こ
れ
を
実
事
に
熟
す

る
の
微
意
な
り
。
所
謂
工
作
の
学
も
亦
是
の
物
な
り
〉、
之
れ
を
学
生
に
連

ぬ
れ
ば
、
是
れ
両
便
と
為
す
の
み
。

嗚
呼
、
今
日
の
務
め
は
、
人
材
を
聚
む
る
に
在
り
。
人
材
已
に
聚
ま
ら
ば
、

之
れ
を
学
校
・
作
場
に
置
く
。
然
る
後
其
の
実
材
実
能
を
料��
り
、
宜
し
き
に

随
つ
て
之
れ
を
叙
用
せ
ば
、
諫
官
あ
り
、
治
臣
あ
り
、
軍
防
備
は
り
、
民
政

挙
る
、
一
器
一
芸
、
具��
さ
に
其
の
妙
を
得
ん
。
是
く
の
如
く
に
し
て
国
勢
の

振
は
ざ
る
も
の
、
未
だ
之
れ
あ
ら
ざ
る
な
り
。

（
大
意
）

①

人
材
を
集
め
て
、
藩
の
勢
を
振
い
立
た
せ
る
の
は
、
今
日
の
要
務
で
あ

る
。
そ
し
て
人
材
が
一
た
び
集
ま
る
な
ら
ば
、
国
勢
が
振
う
こ
と
は
期
せ
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ず
し
て
振
う
だ
ろ
う
。
人
材
を
集
め
る
に
は
、
そ
の
器
に
従
っ
て
こ
れ
を

任
用
す
る
の
が
よ
い
。

②

私
に
は
二
策
が
あ
る
。
一
つ
は
、
学
校
を
盛
ん
に
す
る
。
二
つ
め
は
、

作
場
�
�
�

を
設
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。

③

今
藩
校
を
設
け
て
い
て
も
、
大
い
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
そ
こ
で
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
広
く
藩
内
に
命
令
し
、
学
問

や
行
儀
が
人
の
模
範
と
な
る
者
、
志
気
や
才
能
が
学
ん
で
到
達
し
え
る

者
、
そ
の
ほ
か
兵
学
、
農
学
、
暦
学
と
算
術
、
天
文
学
、
地
理
学
な
ど
諸

種
の
学
芸
が
優
れ
て
い
る
者
を
募
り
、
身
分
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、
学

問
の
浅
深
を
問
わ
ず
、
全
員
が
学
生
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
。
学
生
は
科
目
を
分
か
ち
、
お
の
お
の
そ
の
学
び
た
い
所
を
学
び
、
規

則
で
束
縛
せ
ず
、
た
だ
そ
の
徳
を
成
し
、
才
能
が
目
標
に
達
成
す
る
か
ど

う
か
を
見
極
め
て
、
降
格
し
た
り
昇
進
し
た
り
す
べ
き
で
あ
る
。

④

宋
の
程
顥
�
�
�
�が

議
す
る
所
の
尊
賢
堂
〈
有
徳
者
を
置
く
〉・
観
国
法
〈
有

才
者
を
置
く
。
○
此
の
二
法
が
な
け
れ
ば
、
学
校
は
少
年
の
講
誦

�
�
�
�
�の

場
と

な
る
。
そ
の
た
め
人
材
を
集
め
る
に
足
ら
な
く
な
る
〉、
胡
瑗
�
�
�

が
設
け
る

所
の
経
義
斎
〈
徳
を
成
す
所
以
〉、
治
事
斎
〈
材
を
達
す
る
所
以
。
○
此

の
二
斎
が
無
け
れ
ば
、
学
校
は
蘇
軾
の
い
わ
ゆ
る
、
黄
茅
�
�
�
�・

白
葦
�
�
�

の
よ
う

に
一
色
に
な
る
と
、
王
安
石
を
批
判
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
な
る
〉
は
、

そ
の
師
道
学
制
に
お
け
る
や
、
そ
の
宜
し
き
を
得
て
い
る
。
よ
く
程
顥
・

胡
瑗
の
二
賢
の
意
を
師
と
し
て
、
こ
れ
を
今
の
学
校
に
移
す
な
ら
ば
、
学

校
は
奮
わ
な
い
も
の
は
な
い
。

⑤

『
礼
記
�
�
�

』
に
、「
天
子
の
太
子
が
、
学
校
に
入
れ
ば
、
年
齢
の
順
序
に

従
う
」
と
あ
る
。
今
の
藩
校
は
、
身
分
制
に
よ
る
順
序
が
あ
り
、
資
格
の

場
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
か
つ
学
校
は
ま
さ
に
天
下
の
人
材
を
待

と
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
長
門
・
周
防
の
二
国
の
み
で
は

な
い
。
今
、
陪
臣
、
足
軽
、
二
国
の
民
は
、
藩
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
れ
は
大
変
嘆
か
わ
し
い
。

⑥

読
書
の
士
は
、
お
お
む
ね
空
疎
の
人
が
多
い
。
そ
こ
で
私
は
、
作
場
を

起
こ
し
、
こ
れ
を
学
校
に
連
接
す
る
の
が
良
い
と
思
う
。
船
匠
・
銅
工
・

製
薬
・
治
革
の
工
な
ど
、
お
よ
そ
少
し
で
も
技
能
の
あ
る
者
は
、
才
能
を

達
成
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
作
場
に
集
め
、
衆
知
を
合

わ
せ
、
巧
み
な
考
え
を
広
め
、
船
艦
・
器
械
に
つ
い
て
講
究
す
れ
ば
、
必

ず
達
成
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

⑦

今
は
、
少
し
の
技
能
を
持
つ
者
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

自
ら
奮
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
良
工
の
師
は
い
る
が
、
そ
の
徒

は
多
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
事
を
成
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑧

学
生
が
す
で
に
身
分
の
高
低
や
学
問
の
浅
深
を
問
わ
な
い
で
入
学
す

る
こ
と
が
出
来
た
と
し
て
も
、
も
し
ぼ
ん
や
り
と
声
を
出
し
て
字
句
を

読
む
だ
け
な
ら
、
た
い
し
て
欠
点
を
補
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

⑨

そ
こ
で
私
は
次
の
よ
う
に
思
う
。
時
に
応
じ
て
工
作
を
や
ら
せ
る
の

も
、
一
つ
の
益
で
あ
る
。
今
の
世
の
学
生
は
、
も
と
よ
り
す
で
に
空
疎
で

あ
っ
て
、
実
務
を
理
解
し
な
い
。
一
方
で
、
工
匠
は
素
朴
で
あ
っ
て
、
用

途
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
二
者
は
分
れ
て
大
き
な
溝
が
出
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来
て
い
る
。
そ
こ
で
私
の
学
校
に
作
場
を
併
設
す
る
説
を
聞
く
と
、
必
ず

驚
い
て
異
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

⑩

し
か
し
私
は
固
く
次
の
よ
う
に
思
う
。
才
能
の
あ
る
者
を
募
っ
て
、
学

生
に
す
れ
ば
、
学
生
は
も
と
も
と
は
空
疎
の
徒
で
は
な
い
。
か
つ
作
場

は
、
必
ず
し
も
学
校
の
中
に
作
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
工
作
に
は
学
が

あ
る
。
こ
れ
を
学
生
に
及
ぼ
せ
ば
、
両
方
の
便
利
と
な
る
。

⑪

今
日
の
務
め
は
、
人
材
を
集
め
る
こ
と
に
あ
る
。
人
材
が
す
で
に
集
ま

れ
ば
、
こ
れ
を
学
校
・
作
場
に
置
く
。
そ
の
後
、
そ
の
実
際
の
才
能
や
能

力
を
測
定
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
採
用
す
れ
ば
、
主
君
を
諫
め
る
官
吏
や
、

政
治
を
司
る
臣
下
が
で
き
、
軍
防
が
備
わ
り
、
民
政
が
あ
が
る
。
一
器
一

芸
が
、
完
全
に
そ
の
巧
み
な
こ
と
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
す
れ
ば
藩
勢
は
必
ず
振
興
す
る
で
あ
ろ
う
。

松
陰
は
、
学
生
は
科
目
を
分
か
ち
、
お
の
お
の
そ
の
学
び
た
い
所
を
学

び
、
規
則
で
束
縛
せ
ず
、
た
だ
そ
の
徳
を
成
し
、
才
能
が
目
標
に
達
成
す
る

か
ど
う
か
を
見
て
、
降
格
し
た
り
昇
進
し
た
り
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お

り
、
学
生
は
自
主
的
に
学
び
、
規
則
で
束
縛
せ
ず
に
、
自
発
性
を
引
き
出
す

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
学
校
に
作
場
を
併
設
す
る
こ
と
も
、
船

匠
・
銅
工
・
製
薬
・
治
革
の
工
な
ど
、
少
し
で
も
技
能
の
あ
る
者
は
、
才
能

を
達
成
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、
松
陰
の
学
校
に
作
場
を
併
設
す
べ
き
と
す
る
論
は
、
単
に
技
術
を

習
得
す
る
場
を
設
け
る
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
が
空
理
空
論

に
陥
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
教
育
の
本
質
論
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。
西
洋

教
育
史
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
が
、
授
業
の
中
に
実

習
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
暗
記
主
義
の
教
育
に
革
命

を
も
た
ら
し
た
の
と
同
じ
発
想
に
立
っ
て
い
る
。
デ
ュ
ー
イ
の
シ
カ
ゴ
大

学
附
属
実
験
学
校
の
実
験
授
業
よ
り
四
〇
年
早
い
。
工
作
に
は
学
問
体
系

が
あ
る
と
し
て
、
当
時
の
技
術
伝
習
を
低
く
み
る
考
え
方
を
改
め
る
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。

学
問
と
工
学
が
連
接
す
れ
ば
、
双
方
に
便
宜
が
あ
る
と
し
、
育
成
し
た
実

際
の
才
能
・
能
力
を
は
か
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
人
材
を
登
用
す
れ
ば
藩
勢

が
振
起
す
る
と
し
て
い
る
。
有
志
に
よ
る
実
力
主
義
の
発
想
が
底
を
貫
い

て
い
る
。
松
陰
の
工
学
教
育
論
は
、
人
々
は
こ
れ
を
聞
い
て
も
驚
い
て
異
と

す
る
だ
ろ
う
と
本
人
も
懸
念
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
は
理
解
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
明
治
期
に
な
っ
て
工
学
教
育
は
、
大
学
の
中
で
、
一
つ
の

学
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

む
す
び

以
上
、「
諸
生
に
示
す
」・「
松
下
村
塾
記
」・「
学
校
を
議
す
　
付
、
作
場
」

に
つ
い
て
分
析
し
、
相
互
に
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
松
下
村
塾
の
実

態
は
、「
松
下
村
塾
記
」
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
す
る
も
の
で
は

な
く
、「
諸
生
に
示
す
」
の
よ
う
な
規
則
を
設
け
ず
、
自
由
に
学
び
を
追
究

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
松
陰
は
心
の
通
い
合
う
教
育
を
求
め
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
 「
学
校
を
議
す
　
付
、
作
場
」
に
も
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通
底
し
て
お
り
、
学
生
は
自
主
的
に
学
び
、
規
則
で
束
縛
せ
ず
に
、
自
発
性

を
引
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
松
陰
の
教
育
論
は
、
自

発
性
を
引
き
出
す
こ
と
を
原
点
と
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
古
く
は
玖
村
敏
雄
『
吉
田
松
陰
』（
岩
波
書

店
、
一
九
三
六
年
）
二
二
六
頁
。

（
２
）
谷
三
山
の
最
新
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
谷
山
正
道
「
幕
末
の
社
会
情

勢
と
地
域
社
会
人
ー
大
和
の
碩
学
谷
三
山
の
言
説
と
門
人
た
ち
ー
」（
同

氏
『
民
衆
運
動
か
ら
み
る
幕
末
維
新
』
所
収
、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
七

年
）
参
照
。

（
３
）
松
陰
は
山
水
泉
石
な
ど
自
然
の
中
で
子
弟
を
啓
発
す
る
教
育
方
法
を

王
陽
明
か
ら
学
ん
で
い
る
が
、
個
性
教
育
に
つ
い
て
も
王
陽
明
か
ら
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。「
伝
習
録
序
」
の
最
初
に
は
、

「
聖
賢
の
人
を
教
ふ
る
は
、
医
の
薬
を
用
ふ
る
が
ご
と
し
。
皆
な
病
に
因

つ
て
方
を
立
て
、
そ
の
虚
実
・
温
涼
・
陰
陽
・
内
外
を
酌
み
て
、
時
時
に

こ
れ
を
加
減
す
（『
王
陽
明
全
集
　
第
一
巻
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
三

年
、
五
六
頁
）。」
と
あ
り
、
教
育
は
医
者
が
薬
を
用
い
る
よ
う
に
、
徹
底

し
て
個
性
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
松
陰
は
当
然
こ

の
部
分
は
読
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
個
性
教
育
に
つ
い
て

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
匡
稚
圭
は
、「
匡
説
詩
、
解
人
頤
（「
漢
書
」）」
と
、
詩
を
説
い
て
、
人

の
頤
を
解
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
面
白
お
か
し
く
詩
を
説
明
す

る
こ
と
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

（
５
）「
渡
辺
蒿
蔵
問
答
録
」（『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
一
〇
巻
、
大
和
書
房
、

一
九
七
四
年
、
三
五
九
～
三
六
二
頁
）。

（
６
）
松
陰
自
筆
の
「
規
則
」（『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
一
〇
巻
、
大
和
書
房
、

一
九
七
四
年
、
二
九
二
～
二
九
三
頁
）
が
残
っ
て
い
る
が
、
渡
辺
の
回
想

か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
松
下
村
塾
の
も
の
で
は
な
く
、
他
の
目
的
で
書
か

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
７
）「
囚
室
雑
議
」
は
安
政
五
年
六
月
、
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
か
ら
、
所
見

を
述
べ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
こ
と
に
感
激
し
て
見
解
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
松
陰
に
と
っ
て
非
常
に
重
い
意
味
を
も
っ
た
論
策
で
あ
る
。
第

一
条
は
、
長
府
・
徳
山
・
清
末
の
三
末
家
お
よ
び
岩
国
と
和
す
る
こ
と

を
議
す
。
第
二
条
は
、
半
知
を
復
す
る
こ
と
を
議
す
。
第
三
条
は
、「
学

校
を
議
す
。
付
、
作
場
」
で
あ
り
、
学
校
の
振
興
策
を
議
し
て
い
る
。

（
８
）『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）
七
六
～
七

七
頁
。　

（
９
）
工
作
場
。
作
場
は
本
来
、
農
作
物
を
作
る
所
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
工
作
場
の
こ
と
。

（
10
）
中
国
、
北
宋
の
儒
者
（
一
〇
三
二
～
八
五
）。
心
性
の
学
を
説
き
、
心

性
本
来
の
姿
に
応
じ
た
修
養
論
を
唱
え
た
。
の
ち
、
朱
子
の
学
に
影
響
を

与
え
た
。

（
11
）
観
光
法
の
誤
り
か
。
観
光
は
国
の
威
光
を
見
る
意
味
で
、
国
の
文
物
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や
礼
制
を
観
察
す
る
こ
と
。

（
12
）
中
国
、
北
宋
の
儒
者
（
九
九
三
～
一
〇
五
九
）。
長
く
教
育
に
た
ず
さ

わ
り
、
後
に
は
湖
州
の
教
授
と
な
る
。
才
能
の
高
下
に
応
じ
て
、
六
経
、

武
事
、
水
利
、
暦
算
な
ど
の
技
術
を
学
ば
せ
た
。
著
書
に
『
周
易
口
義
』、

『
洪
範
口
義
』
等
が
あ
る
。

（
13
）
黄
茅
は
黄
色
の
ち
が
や
。
白
葦
は
白
色
の
あ
し
。
こ
の
二
つ
の
た
と

え
は
、
蘇
軾
が
王
安
石
（
北
宋
の
政
治
家
、
文
人
。「
新
法
」
を
強
行
し
、

功
利
を
第
一
と
し
た
）
を
「
張
文
濳
に
答
ふ
る
書
」
に
お
い
て
非
難
し
た

言
葉
。
良
い
土
地
な
ら
ば
種
々
の
植
物
が
生
じ
る
が
、
荒
地
で
は
見
渡
す

限
り
黄
色
の
茅
�
�
�や

白
色
の
葦��
の
一
色
に
な
る
。
こ
れ
は
、
王
氏
（
王
安
石
）

が
、
自
説
に
よ
っ
て
学
問
の
統
一
を
は
か
っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
、
の

意
。

（
14
）
年
齢
。「
天
子
の
太
子
学
に
入
ら
ば
歯
も
て
譲
る
」
は
、
学
校
で
の
序

列
は
身
分
の
尊
卑
に
よ
ら
ず
、
長
幼
の
序
（
年
齢
順
）
に
よ
る
意
。

（
15
）
稷
は
中
国
の
戦
国
時
代
の
斉
の
都
臨
淄
�
�
�

の
城
門
の
名
。
斉
の
宣
王
は
、

文
学
遊
説
の
士
を
優
遇
し
た
の
で
、
多
く
の
学
者
が
こ
の
地
に
集
ま
り
、

討
論
し
た
。
世
に
こ
れ
を
「
稷
下
の
学
」
と
い
う
。

（
16
）
樸
樕
�
�
�
�は

小
木
の
名
。
絲
粟
は
と
も
に
微
細
な
も
の
。
い
ず
れ
も
才
能

の
劣
っ
た
者
の
た
と
え
。
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